

大阪商工会議所　国際部　今井行き　　FAX: 06-6944-6248
※ご記入頂いた情報については、主催団体からの各種連絡・情報提供(e-mail含む)のために利用させていただきます。
	お名前
※複数名の参加可
	1 （和）
	2 （和）

	
	（英）
	    （英）

	お役職
	1 （和）
	2 （和）

	
	（英）
	　  （英）

	会社名
	（和）

	
	（英）

	所在地
	〒　　-  

	TEL / FAX
	TEL:
	FAX:

	E-mail
	　　　　　　＠
	URL

	御社の事業
	

	担当事業分野・役割
	

	ご参加プログラム
	☑をご記入下さい：(複数可)
□講演・企業プレゼンテーション　　　□個別商談会

	面談希望企業

＜複数希望可＞
	· ①　Dearman（ディアマン）

· ②　GHE Solar（ジーエイチイーソーラー）

· ③
　Fleetdrive Electric（フリートドライブ・エレクトリック）

· ④　Energy Locker（エナジーロッカー）

· ⑤
　Cella energy（セラエナジー）

	面談希望時間帯

（複数可）
	　□15:10~　　　　□15:40~　　　　□16:10~ 
□16:40~        □17:10~
※ご希望に添えない場合がございますことを予めご了承ください。


	商談会についての

その他注意事項
	*参加される日本企業の皆様には、本所が実施するアンケートや事後のフォローアップにご協力をお願いします。
*面談は1ブース（１社）につき、最大30分間まででお願いします。

*商談会参加者には事前に参加証をファクス致しますので、当日ご持参頂きますようお願いします。

*参加証には商談時間枠を記載致しますので、その枠内で商談を頂きますようお願いします。 

 ご希望に添えない場合は、こちらからご連絡させて頂きますので予めご了承ください。また、お申込み後のキャンセルは御遠慮いただきますようお願い致します。

*商談会における実際の商談・取引、ならびに個々の企業とのお取引開始後の交渉などに関しましては、本所は一切介入できませんので、それぞれの企業と行った商談内容などはよくご確認の上、参加者各位の自己判断・責任にて行うようお願い致します。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊＊＊　英国企業ビジネス提案　＊＊＊

	【製品またはサービスの概要】
冷却は、食品保存、医薬品の輸送、建築物の快適度向上、データ処理の増加を可能にする取り組み、これらのいずれにおいても不可欠なものです。その上、冷却に対する世界的重要は急成長を遂げています。しかし冷却材の生産はエネルギーの大量消費につながり、汚染を招きがちです。この課題に対処するため、当社は誰もクリーンな冷却・動力を利用できるように革新的技術の開発・試験を行っており、市場展開しつつあります。

	【製品またはサービスの詳細】
当社の技術ポートフォリオは「ディアマン・エンジン」という、極低温ガスの膨張によって駆動される新型ピストンエンジンに基づいています。液体窒素をマイナス196度まで冷やして710倍に圧縮すると、急速に膨張して周囲温度に戻ります。この膨張を利用して発電に利用可能な、ピストンの駆動や力学的仕事を行うことが出来ます。作動流体が極低温であるということは、ディアマンのシステムは排出ゼロの動力であると同時に効率的、効果的で環境への責任を果たす冷却もできるということです。
このエンジンは確立した自動車製造技術およびサプライチェーンを大いに利用するので、生産の急拡大や当社技術の市場投入が可能になります。 
われわれはこの技術に対する一連の実用例を開発するプロセスを進めています。それには建物用の予備発電装置、排出ゼロの輸送用冷凍機、バス・トラック用の補助冷却・動力装置、および大型商用車用の熱ハイブリッド駆動システムが含まれます。
当社技術の最先端の実用例である排出ゼロ輸送用冷凍機は、2015年のほとんどの期間をかけてホリバMIRA社で広範囲にわたる車両試験が行われています。同製品は2016年下半期に世界中で試験が開始されるのに先立って、数カ月後には英国で商用サービスが開始される予定です。


	【市場予測および世界販売予測】
われわれの初めての実用例である、排出ゼロの輸送用冷凍機の最初の商業試験が数カ月後に、世界中で始まる予定です。国際的な商業ベースの販売はそれ以降に開始されます。建物用の予備冷却・動力装置を含む後続の実用例は現在開発中で、2016年下半期および2017年に入って試験が開始される予定です。

	【商談の目的】
以下のパートナーを探しています。

・販売経路または流通経路を開拓するパートナー

・技術提携のパートナー

・新しい技術や製品を共同で開発するパートナー

	【商談したい日本企業】
当社は特に電気の販売および供給に携わる、または一般的にエネルギーに関心を持つ企業との商談を希望します。また、地方自治体または地域レベルのエネルギー政策立案者にもお会いできればと思います。

さらに当社技術によって恩恵を受ける可能性がある企業、例えばスーパーマーケット、コンビニ、ロジスティクス企業にもお会いしたく思います。こうした企業は当社の技術が提供できるクリーンで手頃な費用の冷却・動力の利用を望んでおられる場合があると思います。



	【製品またはサービスの概要】
GHE社は増加するエネルギーのニーズに対する技術的な解決策を提供する会社です。ビルのエネルギー効率を高める方法や、エネルギーの調達または生成／貯蔵の代替的方法に関する評価および助言を提供します。
技術的可能性の評価を行い、要求される技術的解決策の策定のあと、推奨される改善への取り組みを可能にする資金調達の選択肢を提供します。
建物を総合的な視点で検討しますので、一つの製品の推奨にとどまらず、建築物の効率性およびエネルギー調達に対して最もふさわしく、最も効果的な解決策の推奨が可能です。
これらのサービスや製品を様々な企業に提供していますが、それに加え英国中にネットワークを持っています。このネットワークを通してGHE社は全世界をカバーしており、多様な人材プールによってもたらされる多くの経験を保有しています。
われわれはどの製品が最もよく機能するか、他社のどの製品と併用すれば最も効率があがるかを評価することが出来ます。



	【製品またはサービスの詳細】
英国の建築物は、欧州の中で最もエネルギー効率が悪いです。そのため、英国では新たにビルを設計する際にはより高いエネルギー効率を達成する目標があり、建物向けエネルギー管理および代替発電技術は成長市場として注目されています。

当社の仕事の流れは以下とおりです。

1. 建物のエネルギー効率などの評価

2. エネルギー管理の策定案の提案
3. 実施する策定案の選択 

4. 資金調達に関する相談

5. エネルギー管理策の実施

6. 成果検証
現在GHE社は英国内で年間およそ1万件のソリューションを実施しています。現在は英国内のみで活動していますが、今後は世界中で事業を拡大させます。


	【市場予測および世界販売予測】
英国内で堅調に売り上げを伸ばしております。

	【商談の目的】
以下のパートナーを探しています。

・共同生産の提携パートナー

・合弁事業のパートナー

・新しい技術や製品を共同で開発するパートナー  

	【商談したい日本企業】
・エネルギーの効率化および管理に携わる企業
・環境・エネルギー関連技術に興味のある企業



	【製品またはサービスの詳細】
○リースとレンタル

当社法人と個人の双方に向け、電気自動車の長期・短期のリースを行っています。提供するリース商品は主にコントラクトハイヤーですが、ファイナンスリースおよびコントラクトパーチェスも提供しています。現在これらはほとんど仲介サービスとして設定されていますが、われわれ自らが車両を所有し直接賃貸を行うという事業に変更しているところです。当社は英国で2200台の車両を運営していますが、このうち550台はPHVまたはEVです。大阪の同様のビジネスを見てみたいと思いますし、このベンチャーへの潜在的投資家がいればお会いしたいです。

○電気自動車充電サービス「クラウドパワー」
これはSSE、日産、EAテクノロジー、リカルド、ゼロカーボンフューチャーズなどをパートナーに迎えた近年の世界的プロジェクト「マイ・エレクトリック・アヴェニュー」の一環として実施しているものです。

このプロジェクトでは、法人用および個人住宅用にソフトウェアの管理システムおよび充電装置を提供します。電気自動車の充電は以下の項目を可能にするためのソフトウェアによって管理されます。

-電気自動車の充電による追加負荷が決してネットワークにストレスを加えないようにする

-グリッドの周波数のバランス是正と協調する

-夜間電力など安価な時間帯に充電する
-V2Gの場合、貯蔵された電気を適宜必要なところに給電する
われわれはウェスタンパワーグリッド社およびEAテクノロジー社との協力のもと、これら技術を700台のネットワークに接続された車両にて試験中です。
○中古車卸売市場

当社の活動の一環として、大量の中古車を販売せねばなりません。英国では特に電気自動車市場の成長が見込まれており、われわれは既にニュージーランドやオーストラリア向けの輸出車両と結びつきがあります。この市場が日本でどのような仕組みになっているか見てみたいので、自動車オークションへ関係業者とのコラボも興味があります。特に最大4レーンの車が同時に競売にかけられていてる日本のシステム導入に大いに関心があります。


	【市場予測および世界販売予測】
「クラウドパワー」は世界中のあらゆる市場で大きな可能性を秘めていると理解しています。

	【商談の目的】
以下のパートナーを探しています。
・技術提携のパートナー
・共同生産の提携パートナー
・合弁事業のパートナー
・新しい技術や製品を共同で開発するパートナー

	【商談したい日本企業】
・V2GまたはV2H用などの充電装置を手掛ける企業
・ＣＨＡｄｅＭＯ（チャデモ）規格に適合した双方向充電装置を製造している企業

・同様の技術に目を向けている企業

・この技術に関心を持たれるかもしれない自動車用OEM業者
・スマートグリッド／ネットワークの運用者 





	【製品またはサービスの概要】
当社は、まずは英国全土、そして現在では全世界に向けてエネルギー貯蔵技術の大規模展開に注力しています。 

世界中で化石燃料への依存度を下げる傾向が見られるが、発電などの領域で炭素排出を減らす必要性が叫ばれています。そのため、電力供給会社ではエネルギー貯蔵技術の解決策が緊急に必要とされていることは今や広く認識されています。エネルギー貯蔵は（a）バランスの取れた電力網の維持、（b）太陽光や風力などの低炭素（発電の段階的増加の実現を後押しするでしょう。

エネルギー貯蔵の必要性を調査する多くの革新的なプロジェクトがありますが、エナジーロッカー社は、全ての当事者にとって商業的にこれらのプロジェクトを実用化された技術とするために設立されました。当社はエネルギー貯蔵のインフラ設立に資金を提供し、運営を行い、所有する機能を果たすことになるでしょう。
また、われわれは現段階で新技術を開発することを意図しているわけではありません。というのは、技術は存在しているのですが、問題はそれを見つけて商業モデルに組み入れることだと考えているからです。革新的な技術を真に商業的なものにしたい企業のお役に立てるはずです。


	【製品またはサービスの詳細】
エナジーロッカー社は貯蔵施設の設計、製造、運営を行い、既存のまたは協力的な世界中のパートナーの探索により、5年以内に250メガワット時のエネルギー貯蔵を達成する目標を持っています。 そのため現在、当社は（ⅰ）電池技術（ⅱ）パワーエレクトロニクスを備えた電池技術、または（ⅲ）完全なターンキー設備を提供してくれる企業を探しています。

当社が日本のパートナー／サプライヤーに提供できるものは：

•
エネルギー貯蔵の総合的なアドバイス
•
英国および欧州市場への経路、および貴事業パートナー情報
•
エナジーロッカー社は、緊急に必要とされるエネルギー貯蔵のインフラを供給します 



	【市場予測および世界販売予測】
英国電力貯蔵協会は2020年までに少なくとも、英国国内だけでも、2ギガワットが必要であると予測しています。これらの目標を達成するため、われわれは強力なチーム、グローバルな提携を築き、新しい市場環境を作り出さねばなりません。

	【商談の目的】
以下のパートナーを探しています。

・販売経路または流通経路を開拓するパートナー
・技術提携のパートナー
・共同生産の提携パートナー
・合弁事業のパートナー

	【商談したい日本企業】
・エネルギー貯蔵関連製品のメーカー
・パワーエレトロニクスおよび企業システム統合会社




	【製品またはサービスの詳細】
○携帯電力装置

セラエナジーは熱せられると急速に水素を放出する固体水素吸蔵材を開発しました。これはペレット状の材料を連続的に熱することにより、連続した水素気流を作り出す装置に組み込まれて燃料電池により、電力に変換されます。

この装置で、は同じ重量のリチウムイオン電池の2～3倍のエネルギーを供給できます。これにより航空宇宙または携帯電源など軽量化が重要である分野には理想的なものになります。これらのシステムは数十ワットから数キロワットの出力領域および数百ワット時から数キロワット時のエネルギー貯蔵の適用に向いていると考えられます。
このシステムは次の利点があります。

•
リチウムポリマー電池の2～3倍軽量である

•
安全である（火災または爆発の危険がない）
•
低毒性

•
頑丈―可動部品がない

•
輸送しやすい

•
静か／スムーズな作動

•
5℃から50℃以上まで作動可能 

•
短時間起動／停止が可能
当社では無人航空機に対する200ワット／450ワット時の電力供給装置を製作するプロジェクトを実行中。現在この装置は試験・評価を行っている最中で、今後数週間以内に試験飛行を行うことになっています。

また、イスラエル航空宇宙産業と、同社の「バードアイ650」に使用するために、この装置を200ワット／2キロワット時にスケールアップする第2プロジェクト開始ています。これは持続時間を3時間から10時間超へと伸ばすはずである550ワット時／キロワットを超える出力密度をもたらします。ちなみにリチウムイオン電池パックは120～180ワット時／キロワットの間です。

○可搬式電力装置

当社ではフランスの航空宇宙企業であるエアバス・サフラン・ランチャーズ社と独占的協定を結んでいます。2.5キロワットの電力装置の試作品を共同で開発し、現在パリのエアバス・サフラン・ランチャーズ社の研究所で試験中です。完成すれば、この装置は航空宇宙以外の2～10キロワットのパワーを必要とする分野で大いに利用されるでしょう。。

○セラ燃料

パワーを必要とする分野では50キログラムを超える燃料が必要とされ、さらに、大型ポンプで注入できる燃料のペレット版を開発中です。これは主に航空宇宙での補助電力への適用のため、エアバス・サフラン・ランチャーズと共同で行われています。

	【商談の目的】
以下のパートナーを探しています。

・販売経路または流通経路を確保するためのパートナー

・共同生産の提携パートナー

・新しい技術や製品を共同で開発するパートナー

	【商談したい日本企業】
・無人機用電源に関心がある企業 

・無線ロボット用電源に関心がある企業

・非常用電源装置に関心がある企業

・電動のスクーターまたは電動自転車の企業 

・当社の電力供給装置の日本販売にお力添えいただける企業

・2020年の東京オリンピックの実証プロジェクトに関心のある企業


（１）Dearman（ディアマン）　　　　　　　　　　　　　 www.dearman.co.uk





（２）GHE Solar（ジーエイチイーソーラー）　　　　　　www.ghesolar.co.uk





（３）Fleetdrive Electric（フリートドライブ・エレクトリック）


www.fleetdrive-electric.com





（４）Energy Locker（エナジーロッカー）　　　　www.theenergylocker.com





（５）Cella energy（セラエナジー）　　　　　　　　　　www.cellaenergy.com








